





























































いるかと言うと、例えば、ロマ書 16 章には動詞が 35


























































相の  か能動相の  かに分かれる分岐点



























　続いて広く影響を与えたのは A. T. Robertson






















































state expressed by the verb）である。主語が何ら
かの行動をしているものとして動詞を表現すること
に、能動相のもつ意義がある。それに対し、中動相は、









　しかし、R. J. Allan によると、すでにこのような新
しい面を切り開いたのは、ドイツ語圏で「無類」2 4
な詳説ギリシア語文法を著した Raphael Kühner-









　1970 年代に、英語圏で Hardy Hansen と Gerald M. 



















行為は主語に返る（returns to）点にある 2 6。中動相
が動詞に与える最も共通な意味は、「自分自身のために
何かを行うこと」（to do something for oneself）で
ある 27。例えば、能動相である  は「私は教
育する」という意味に過ぎないが、その中動相である 
 は「誰かを教育されるようにする」（cause 
someone to be educated）という意味となり 2 8、未
来形直説法中動相である  ならば「私は
自分自身のために教育するであろう／（誰かを）教
育されるようにするであろう」（I shall educate for 
























る を見ると、  （私






first of a series of actions）を始めるという意味で
あるのに対して、不定詞を伴う後者は全体として 1 つ





































































































































































る）、 （満たす）、  





































































eat, come, am に対応するもので「行動、惹起、状態
an action, an occurrence, or a state」を示す語彙群
である。能動相欠如動詞は、受動相の形態を好み、新









には、ロマ 2：26 に見られる  （みなされ



















































いる。例えば、  （見極める）、 
 （成 る）、  （出 来
る）等である。消滅しつつある中動相に代わり、受動
相か能動相の形態を代用させるのは、ヘレニズムの一



























して、ロマ 3：2 に見られる があり、
（誰かに何かを信頼して託す to have 
something entrusted to one）という能動相の文の与
格のもの を主語にし対格のもの はその
ままに残している例である。受動相には、英語の“to 
let oneself ”be 等で表現されるものがある。例えば、
Ⅰコリント 6：7 に見られる は、ある事柄



























































































よって）破壊されている I am being destroyed (by)）、
（私は（によって）壊されている I 





















相に対応する使役対応的能動相（an active causative 
counterpart）がある場合が多い。例えば、   （＋

























































　 一 つ の 問 題 は、 能 動 相 の と 中 動 相 の
と と は ギ リ シ ア 語 の 原 形 が
であり、これが能動相欠如動詞である点で意
味が異なるかという点である。
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中動相の理解がもたらす聖書解釈
A Biblical Interpretation from the Perspective of the Middle Voice
Takayasu Furukawa
＜Abstract＞
     The New Testament is written in Greek, in which are three kinds of voice:  active, middle, and 
passive.  The middle voice has been nearly neglected in western Christendom, due to the inability to 
understand it according to its rational way of thinking.  Tracing back the linguistic history behind the 
voice, the writer examines major figures in the field of Greek grammar, New Testament Greek and 
classic Greek. Then, the writer presents some key terms and their meanings to explain the middle 
voice.  After presenting a way of understanding the middle voice, the writer shows an example of 
biblical interpretation from the perspective of the middle voice. 
Keywords: middle voice, prototypical transivity, agent, affectedness, patient
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